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凡例




これは「改造」第十一卷第十二號（昭和四年十二月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

底本は総ルビが振られていますが、必要と思われるものを残して、削除しました。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。
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　カツフヱもダンスホールも、觀てみれば僕には侘しい。こゝでは晦日に月が出ぬのである。

　一週のうち、銀座の一番賑かなのは何とあらうと日曜である。のに對して例へばカツフヱは、この日曜が一番淋しい。蓋けだし通勤階級いはゆるサラリー・メン諸君が客として多いからの事である。

　サラリー・メンは侘しい。この侘しい人達が何でカツフヱへさうも通ふか？

　希望がない。明日あす何になれるか？　重役には重役の子供がなるのである。僅かにたゞ月給の昇率だけが希望である。しかもこれはあまりに果敢はかなすぎる。

　しかもその身は大學を出た。大學は出たけれど——この知識階級過剩といふことが、そしてあまりにも明日に希望の無いことが、どんな人心へ彼等を導くか？　といふこの事を考へて見給へ。鬱として氣を酒にやり、女にやり、といふほどの明確な意識を持たぬにしても、自然なんとこれは仕方のないことではないか。

　そこで僕は、時としてカツフヱの一隅に席を占めて、ずらり一瞥するとき、哀傷と同情と、それから一種譯のわからぬ——實はわかつてゐるのであるが——憤激を感ずる。

　重役の子は重役になれる、悧口でなくてもなれる。少々ぐらゐは低能でもなれる。となればこれは明らかに古い封建時代と同樣である、階級儼げんとして天地の如く、瞭あきらかであつて、これを動かすべくもない。

　アメリカのある記者が、（削除）報じた文章に「まことにそれは古い封建の美しさであつた。整然として一糸亂れざる美、しかしなんとこれは、わが故國シカゴの整然たるに似てゐたではないか！」

　新しい資本の都シカゴと、古い（削除）と！

　いや、僕はこんなことを語るのではなかつた。

　とにかく「明日あすに希望の無い時代。」その時代に於けるカツフヱとダンス・ホールとの繁はん盛せい。（實は、それも最近では、決して繁はん盛せいではなくなつたが。）




　野暮なロンドンでさへ、いはゆるナイト・クラブなるものの最近橫行が問題になつてゐるらしい。

　トーキー映畫、「ブロードウヱー」でこのナイト・クラブなるものを觀た。全く仰山なものである。ではあるがしかし、僕は古風にもあそこに「吉原」を觀た。金持があり、金があり餘り、あり餘るに任せて太鼓末社の馬鹿騷ぎである點に於て、あのナイト・クラブなるものは、大江戶の昔の大おほ門もん內の繁はん盛せいと大して變るものではない。

　でわがカツフヱは、このナイト・クラブに類するものではないといふことになる。

　わが日本のサラリー・メンは、とても侘しい財布を持ち、それ故ゆゑ月の曆に對しては決して鈍感ではないのである。昔の吉原には晦日に月が出た。しかし今の銀座では——といふやうに言はずとも、カツフヱの客が、決してあり餘つた金を散じ盡す客のみではないことを知つてくれられるならばそれでよろしい。月も半ばを越すともうげつそりと客が減り、二十日過ぎから二十八九日の月給日まではからもう駄目でして、とどこのカツフヱでもいふのである。

　晦日に月が出ぬのでは、決して「ナイト・クラブ」ではない。

　況ましてや、當局は十一時以後の客を斷然押えてしまつた。不景氣日本でもあり風紀日本でもあり、映畫「ブロードウヱー」などは到底この國の人々にとつて一場ぢやうの夢にしかすぎない。




　智識階級人の生活逃避所——。

　希望のない生活の中では、僅かにたゞ「侍女」が希望であつたり何かするのでもあらう。とにかくそこで感傷極まりなく、そのため感傷詩人「西條八十」の「愛して頂戴」などが臆面もなく愛誦されたりするのでもあらう、とかう觀じ來つて見るならば、カツフヱもダンス・ホールも決してアメリカニズムではないことが判るであらう。

　アメリカニズムとは何であるか？

　資本主義末期の形態は世界の何處でもの筈である。（削除）カツフヱやジヤズやダンスは、雨後の茸きのこの如く、自發的に、何處へでも濕氣のある所に從つて發生する。ただアメリカの茸が大きくて馬鹿げてゐるといふだけの事かも知れない。

　となると、結局、かのナイト・クラブも、わがカツフヱも同じことか？　分け上のぼる麓の道は多けれど、とは反對に、墮ち行く先は同じ一つの穴であるのか！

　さてこゝまで來て僕は膝を正して眞面目に次の事を云ふ。

　もしも今日のカツフヱやダンス・ホールやを淨化しようとするならば、當局者諸君よ。……いや、僕の言はうとする事は、多分彼等の忌諱に觸れて、ためにその雜誌が發禁を喰ふか、でなければ編輯者が先を越して伏字にしてしまふだらう。

　が最後に一つ、

　その「侘しきカツフヱ」ですら、一場ぢやうの夢のごとく、望んでも望んでも望み得られぬ人々の、なんとなんとこの世の中に多いかを諸君に告げる。そしてその人々がなんとなんと日に日に多くなりつゝあるかを諸君に告げる。

　最近のカツフヱが決して繁はん盛せいではなくなつたと、一句僕は括弧して書いて置いたが、それは、曾てそこに集まつた人々が、顚落し、崩落して、その夥おびたゞしい人々の中へと一緖になつたがために外ならない。

　百人の中の五人、それがカツフヱでカクテルを擧げながら「愛して頂戴」を彼女と和して唄ふとき、殘る九十五人が、茫冥の闇空に眼を昻あげて——何か叫ばんとするのを（削除）——これこそが（削除）なのか？——は、口に糸して、いやそれ以上の事によつて封殺しやうとする。

　となつて、こゝに治安日本！　

　風紀日本！　治安日本！　あゝ何たる——とかうなれば今度こそ、以下伏字。
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